
10
月
１
日
か
ら
、
桜
川
市

広
域
連
携
バ
ス
の
岩

瀬
地
区
延
伸
お
よ
び
本
格
運
行
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
引
観
音
で
バ
ス
運

行
の
交
通
安
全
祈
願
を
行
い
、
そ

の
後
、
市
役
所
岩
瀬
庁
舎
敷
地
内

で
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
白は

く
た田
信の

ぶ
お夫
茨
城
県
議

会
議
員
を
は
じ
め
、
土
・
休
日
に

バ
ス
が
乗
り
入
れ
と
な
る
雨
引
観

音
の
川か

わ
だ田
興こ

う
し
ょ
う聖
住
職
、
車
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
す
る
声
優
で
、

さ
く
ら
が
わ
応
援
大
使
の
櫻さ

く
ら
が
わ川
め

ぐ
さ
ん
ら
が
出
席
。
多
く
の
方
が

見
守
る
中
で
、
運
行
を
記
念
す
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
、
市
役
所
大
和
庁
舎

で
、
第
１
回
桜
川
市
新
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
学
識
有
識
者
や
市
議

会
議
員
、
市
内
の
各
種
団
体
な
ど

の
代
表
者
と
市
職
員
の
24
名
で
構

成
。
委
員
長
に
は
、
常
磐
大
学
准

教
授
の
吉よ

し
だ田
勉つ

と
む

氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
回
の
委
員
会
で
は
、
大
塚

市
長
か
ら
委
嘱
書
を
交
付
し
た
の

ち
、
吉
田
委
員
長
へ
新
庁
舎
の
機

能
や
位
置
、
建
設
方
法
や
建
設
時

期
な
ど
を
諮
問
し
ま
し
た
。
現
在

の
市
庁
舎
は
、
旧
町
村
当
時
の
庁

舎
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
て
お
り
、

庁
舎
の
老
朽
化
、耐
震
性
の
不
足
、

防
災
機
能
の
不
足
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
対
応
不
足
に
加
え
、
分
庁

舎
方
式
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
、

経
費
の
発
生
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り

組
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安
全
・

安
心
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
庁
舎
の
建
設
を
目

指
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

式
典
で
大
塚
市
長
は
「
高

齢
者
や
子
供
た
ち

な
ど
の
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を

確
保
し
、
だ
れ
も
が
自
由
に
移
動

が
で
き
、
充
実
し
た
生
活
を
お
く

れ
る
ま
ち
を
築
き
た
い
。
今
後
も

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
よ
り
良
い
桜
川
市
の
公
共

交
通
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
通
常
運
行
の
バ
ス

に
、
多
く
の
方
が
雨
引
観
音
ま
で

記
念
乗
車
し
ま
し
た
。
運
行
内
容

が
一
新
し
た
バ
ス
に
乗
車
し
た
乗

客
か
ら
は
、
広
域
連
携
バ
ス
へ
の

期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

式典で挨拶を述べる大塚市長

活発な意見が飛び交った委員会での様子

市役所大和庁舎で行われた新庁舎建設検討委員会

市役所岩瀬庁舎敷地内で行われた記念式典

運行を記念して行われたテープカット

10月1日から桜川市広域連携バスが　市役所岩瀬庁舎まで延伸

■問合先／企画課（☎ 58-5111・75-3111 代表）

市
役
所
新
庁
舎
建
設
の
検
討
を
開
始

■
問
合
先
／
企
画
課 （
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）
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